
事例発表	
	

エフエム仙台防災・減災プロデューサー	
板橋恵子	

報道シンポジウム	



　2011.03.11　14：46  東日本大震災発生	

　サテスタから本社スタジオへ戻し緊急放送	

東日本大震災発生当時　	

安全の確保・情報収集・24時間体制	

翌日からはスタジオ前に集まるリスナーに対応	



エフエム仙台　事前取り組み	

■SUNDAY MORNING WAVE	
　 毎週日曜8:25～8:55 ON AIR 	
 　出演/今村文彦、板橋恵子	

毎月第2日曜日には、留学生を向えて	
『GLOBAL TALK～地震に自信を』放送	



エフエム仙台　事前取り組み	

■非常食をよりおいしく、楽しく。サバ・メシ＊コンテスト。2006年から防災企画として開催。	

2008年　いよいよ調理スタート	

2010年　６才の紳太郎君もお手伝い	 2010年　サバイバル賞の女子ふたり　	

2010年　母娘で挑戦　	



エフエム仙台　震災後の取り組み	

◆Hope for MIYAGI 　～希望の未来へ～	
2012年3月から被災エリアのラジオ局として出来ること。「祈り」から「希望」への活動。	
Workin プレゼンツ Hope for MIYAGI 公開録音開催やコミュニティFM/災害FMから中継など	

□3月12日から3週間　県内すべてのコミュニティFM局と臨時災害FM局を訪問	

□Workin プレゼンツ Hope for MIYAGI 公開録音	



◆サバ・メシ防災ハンドブック	

あの日何が起きたのか、私たちは何を食べたのか。	
次なる災害に備え、防災・減災につなげたい。	
2012年から、東日本大震災の経験を踏まえて、	
防災ハンドブックを発刊。	
今回の｢サバ・メシ防災ハンドブック2015｣では、	
仙台市で3月に開催される「国連防災世界会議」	
での配布を念頭に置き、震災から4年目を迎える	
被災地のレポートや被災地での取り組み、	
東北大学災害科学国際研究所の今村文彦所長への	
インタビュー、日本に暮らす外国の方々に	
役立つ防災・減災情報やサバ・メシレシピなど、	
今後の防災・減災に役立つ内容となっています。	

※サバ・メシ = サバイバル飯炊き	

エフエム仙台　震災後の取り組み	

◆ラジオ カフェ・デ・モンク	

「カフェ・デ・モンク」は、岩手県から福島県に	
かけての沿岸部で被災者の傾聴活動を続ける	
超宗派の宗教者（僧侶、牧師、神官）による移動喫茶。	
同グループは移動喫茶とは別に、2011年10月から	
エフエム仙台でラジオ版カフェ・デ・モンクを放送。	

1年間にわたる「ラジオ Cafe de Monk」の	
インタビューの記録が出版。	






